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序

本報告書は、昭和５５，５６，５７年度にわたり実施された曾根丘陵公園整備事業に伴う発掘調

査の結果をまとめたものであります。

山梨県では、４世紀代での東日本で最大級の規模をもつ銚子塚古墳、全国的にもまれな二

重石棺の内部構造をもつ大丸山古墳、さらに５世紀代の古式馬具を副葬する茶塚古墳等が立

地する40haの地を「山梨県甲斐風土記の丘・曾根丘陵公園」に設定し、その整備事業計画

を進めておりますが、その事前発掘調査の一環として行われまして３ヵ年に及ぶ調査は、お

よそ３万m雪の大規模なものとなりました。

検出された遺構は、弥生時代後半から古墳時代にかけての方形周溝墓117基、弥生時代後

半の住居吐１軒、平安時代以降の住居吐３軒であります。

特に、調査面積の全域から方形周溝墓が検出されたことで、当地域が弥生時代後半から古

墳時代初頭にかけての墓域としての位置づけが可能となりました。

方形周溝墓から出土する遺物の大部分は構内からの土器が大半でありますが、この中には

高さが70cm以上にも達する大型なものがあり、又器面の表面に赤色塗彩等が施される例が多

く認められ、実用器具を越えて供献用としての性格が想定されるものであります。土器以外

の遺物は極端に少なく、第74号方形周溝墓より本県最古の鉄製品とされる鉄喫が出土してお

ります。

先にも若干ふれましたが、この調査地区のl1qnの至近距離には、４世紀中葉の本県最古の．

小平沢古墳（前方後方墳）やこれに続く４世紀代の銚子塚古墳、大丸山古墳等、やや遅れて

丸山塚古墳さらに５世紀後半の茶塚古墳と首長墓に関連した古墳が連綿と認められておりま

す。

今回の弥生後半～４世紀初頭にかけての方形周溝墓の検出によって山梨県における古墳発

生前の墓制が明らかになるものと考えられます。

他県においても、風土記の丘公園内には、墓である古墳を主にオープン展示する例が少な

くありませんが、本県例のように方形周溝墓から古墳に連綿と続く例は、希少であると思わ

れます。

旧石器時代では、層位関係、遺構等は確認できませんでしたが、終末期頃のナイフ形石器

等が５点確認されておりまして、周辺地域では層位的に同時代遺物が確認されていることよ

り、それらの広がりがうかがえます。また縄文時代では、遺構等の確認はされませんでした

が、報告にもあるように調査の初年度１万m2では調査区の全体から縄文土器の出土が確認さ

れており、当台地が、大規模な縄文集落地として考えられるところであります。

こうした調査の成果は、学校教育、学術研究に資すとともに、郷士の歴史を知るうえでも

貴重な記録となることを念じております。

なお、本報告書が刊行されるまでには多くの方々からご支援、ご協力を賜わりました。関

係機関各位、並びに直接調査に当たられた皆様方に、末筆ながら改めて厚く御礼申し上げま

す。

1991年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義





例 百
一

一

１本書は、山梨県甲斐風土記の丘・曾根丘陵公園建設にともなう、東八代郡中道町上の平

遺跡の発掘調査報告書である。

２発掘調査は、山梨県教育庁文化課が調査主体となって実施した。

３発掘調査は昭和54年度、昭和55年度、昭和56年度の３カ年にわたって実施し、発掘調査

にあたっては、小林広和（昭和５４年～昭和56年度)、出月洋文（昭和54年度)、中山誠二

（昭和55,56年度)、が担当した。

４写真撮影は、遺構は里村晃一が担当し、遺物は清水守が担当した。

５本報告書にかかわる出土品および記録図面、写真等は一括して山梨県埋蔵文化財センター

に保管してある。

６遺物の実測は、菱山かつよ、保坂岳志、川住みち子、大沼美佐江、弦間千鶴、柏木まつ

えが行い、遺物、遺構のトレースは、弦間、柏木、野中はるみが行った。

７出土品の整理には、以下の者が従事した。

河上幸二、内藤章、大塚一芳、山之内龍雄、富田政美、山本裕子、望月裕子、小林智夫、

石原和人、内藤和久、辻村明宣、鈴木良弥、中西浩、宮川東が行った。

８本書は、小林広和、里村晃一が編集、執筆した。

９本分中の、方形周溝墓計測基準は次のとおりである。

(1)左右の位置関係は陸橋部を基準とする。

(2)対応する方台部辺の中間点を結んだ線

上を方台部軸と呼ぶ。

(3)各方台部辺名称は方台部軸の左側を左

位方台辺、右側を右位方台部辺として、

○軸○位方台辺と呼ぶ。

(4)陸橋部の対角に位置するコーナーを中

央コーナーと呼び、両側コーナーをそ

れぞれ左、右コーナーとする。

(5)主軸は、中央コーナー中心部と、右軸

右位方台辺と左軸左位方台辺を図上で 方形周溝墓・測点位置と名称

陸橋部よりに延長してその接点とを結んだ線上を呼ぶ。
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第７号方形周溝墓遺物出土状況

図版７第８号方形周溝墓全景

第８号方形周溝墓遺物出土状況

第８号方形周溝墓セクション

第９号方形周溝墓全景

図版８第10号方形周溝墓全景

第10号方形周溝墓遺物出土状況

第10号方形周溝墓セクション

図版９第11号方形周溝墓全景

第11号方形周溝墓セクション

図版１０第12号方形周溝墓全景

第13号方形周溝墓全景

第13号方形周溝墓セクション

図版１１第14号方形周溝墓全景

第14号方形周溝墓セクション付

第15号方形周溝墓全景

第１５号方形周溝墓セクション

第15号方形周溝墓遺物出土状況

図版１２第16号方形周溝墓全景

第16号方形周溝墓セクション

図版１３第17号方形周溝墓全景

第17号方形周溝墓遺物出土状況

第17号方形周溝墓セクション

図版１４第18号方形周溝墓全景

第18号方形周溝墓遺物出土状況

第18号方形周溝墓セクション

図版１５第19号方形周溝墓全景

第19号方形周溝墓セクション

図版１６第20号方形周溝墓全景

第20号方形周溝墓セクション

図版１７第21号方形周溝墓全景

第21号方形周溝墓セクション

図版１８第22号方形周溝墓全景

第22号方形周溝墓セクション

図版１９第２3号方形周溝墓全景

第23号方形周溝墓遺物出土状況

第23号方形周溝墓セクション

図版２０第24号方形周溝墓全景

第24号方形周溝墓セクション

図版２１第25号方形周溝墓全景

第26号方形周溝墓全景

図版２２第27号方形周溝墓全景

第27号方形周溝墓遺物出土状況

図版２３第28号方形周溝墓全景

第28号方形周溝墓セクション

図版２４第29号方形周溝墓全景

第29号方形周溝墓セクション

図版２５第30号方形周溝墓全景

第30号方形周溝墓セクション

図版２６第31号方形周溝墓全景
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第31号方形周溝墓セクション

図版２７第32号方形周溝墓全景

第33号方形周溝墓全景

第33号方形周溝墓セクション

図版２８第34号方形周溝墓全景

第34号方形周溝墓遺物出土状況

第34号方形周溝墓セクショソ

図版２９第35号方形周溝墓全景

第35号方形周溝墓セクション

図版３０第36号方形周溝墓全景

第36号方形周溝墓セクション

図版３１第37号方形周溝墓全景

第37号方形周溝墓遺物出土状況

第37号方形周溝墓セクショソ

図版３２第38号方形周溝墓全景

第38号方形周溝墓セクシヨソ

第39号方形周溝墓全景

図版３３第40号方形周溝墓全景

第40号方形周溝墓セクション

図版３４第41号方形周溝墓全景

第41号方形周溝墓セクション

・第42号方形周溝墓全景

第42号方形周溝墓セクシヨソ

図版３５第43号方形周溝墓全景

第43号方形周溝墓セクシヨソ

図版３６第44号方形周溝墓全景

第44号方形周溝墓セクション

図版３７第45号方形周溝墓全景

第46号方形周溝墓全景

第46号方形周溝墓セクション

図版３８第47号方形周溝墓全景

第47号方形周溝墓セクシヨソ

図版３９第49号方形周溝墓全景

第50号方形周溝墓全景

第50号方形周溝墓セクション

第50号方形周溝墓遺物出土状況

図版４０第51号方形周溝墓全景

第51号方形周溝墓セクション

図版４１第52号方形周溝墓全景

第52号方形周溝墓セクショソ

第53号方形周溝墓全景

図版４２第54号方形周溝墓全景

第55号方形周溝墓全景

第55号方形周溝墓セクション

図版４３第56号方形周溝墓全景

第56号方形周溝墓セクショソ

図版４４第57号方形周溝墓全景

第57号方形周溝墓セクション

図版４５第58号方形周溝墓全景

第58号方形周溝墓遺物出土状況

図版４６第58号方形周溝墓セクション

第59号方形周溝墓全景

図版４７第60号方形周溝墓全景

第61号方形周溝墓全景

図版４８第62号方形周溝墓全景

第６3号方形周溝墓全景

図版４９第64号方形周溝墓全景

第64号方形周溝墓セクション

第65号方形周溝墓セクシヨソ

図版５０第68号方形周溝墓セクション

第71号方形周溝墓セクション

第73号方形周溝墓遺物出土状況

図版５１第67号方形周溝墓全景

第67号方形周溝墓セクション

第70号方形周溝墓セクショソ

第70号方形周溝墓全景

図版５２第72号方形周溝墓全景

第74号方形周溝墓確認状況

第74号方形周溝墓全景

図版５３第74号方形周溝墓鉄喫出土状況

第74号方形周溝墓土器出土状況

第74号方形周溝墓セクシヨソ

図版５４第106号方形周溝墓。Ｙ１号住居杜

切合い



Ｙ１号住居杜・セクション・遺物出

土状況

第106号方形周溝墓セクション

図版５５第106,107号方形周溝墓

第107号方形周溝墓全景

図版５６第107号方形周溝墓遺物出士状況

第107号方形周溝墓セクション

図版５７第108号方形周溝墓全景

第108号方形周溝墓セクション

図版５８第109号方形周溝墓全景

第109号方形周溝墓遺物出土状況

第109号方形周溝墓セクション

図版５９第110号方形周溝墓全景

第110号方形周溝墓大形壷出土状況

図版６０第110号方形周溝墓大形壷出土状況

南溝出土状況

第110号方形周溝墓遺物出土状況

図版６１第111号方形周溝墓全景

第111号方形周溝墓セクション

図版６２第112号方形周溝墓全景

第112号方形周溝墓セクション

図版６３第112号方形周溝墓全景

第112号方形周溝墓セクション

図版６４第113号方形周溝墓全景

第113号方形周溝墓セクション

図版６５第114号方形周溝墓全景

第114号方形周溝墓セクション

図版６６第115号方形周溝墓全景

第115号方形周溝墓セクション

図版６７第116号方形周溝墓全景

第116号方形周溝墓遺物出士状況

図版６８第116号方形周溝墓遺物出土状況

第116号方形周溝墓セクション

図版６９第117号方形周溝墓全景

第80号方形周溝墓全景

図版７０第１号方形周溝墓出土・大形壷

第７号方形周溝墓出土・小形壷

第８号方形周溝墓出土・壷

図版７１第10号方形周溝墓出土・小形壷

第18号方形周溝墓出土・小形妻

第15号方形周溝墓出土・壷

図版７２第15号方形周溝墓出土・台付髪

第23号方形周溝墓出土・台付妻

第23号方形周溝墓出土・片口土器

（正面）

第23号方形周溝墓出土・片口土器

（側面）

図版７３第20号方形周溝墓出土・壷

第27号方形周溝墓出土・壷

第28号方形周溝墓出土・壷

図版７４第24号方形周溝墓出士・台付蕊

第29号方形周溝墓出土・壷

第34号方形周溝墓出土・台付鉢形士

器

第34号方形周溝墓出土・台付髪

図版７５第37号方形周溝墓出土・長頚壷

第47号方形周溝墓出士・小形鉢形土

器

第51号方形周溝墓出土・高杯

第58号方形周溝墓出土・婆

図版７６第50号方形周溝墓出土・壷

図版７７第74号方形周溝墓出土・壷

第74号方形周溝墓出土・鉄喫

図版７８第106号方形周溝墓底部穿孔土器

第106号方形周溝墓出土土器

（左図の底部）

第106号方形周溝墓出土・壷

図版７９第110号方形周溝墓出土・大形壷

第110号、109号方形周溝墓出土・壷

（接合資料）

第110号方形周溝墓出土・壷

図版８０第110号方形周溝墓出土・大形壷

図版８１第116号方形周溝墓出土土器



第１章調査の概要

第１節調査の経緯と経過

（第１年次調査）調査期間昭和54年６月13日～54年11月30日

公園整備に先立ち、「風土記の丘基本構想」が昭和50年３月に山梨県によりまとめられ、上の

平遺跡を中心に立石遺跡、宮の上遺跡、東山南遺跡が立地する地域一帯に芝生広場、植物園が計

画された。

同年５月の「基本構想』には、当該遺跡を含む周辺地域は、サッカーコート、テニスコート、

移築民家の建設が計画された。翌年の51年３月の『風土記の丘基本設計』では上の平遺跡の中心

地は運動広場があてられ、その周辺はバレーボールコート、テニスコートが計画された。

その後、計画進行のため山梨県と県教育委員会とが協議を行い、昭和54年度分の１万m2を対象

として運動広場建設工事計画が発表された。

県教育委員会では、運動広場建設に先立ち発掘調査通知を文化庁に昭和54年６月13日に提出し

た。

発掘調査は同年11月30日まで実施し、一辺が30ｍを越す大形の方形周溝墓を含む、弥生時代終

末から古墳時代初頭期の方形周溝墓55基を検出した。

その結果は長野、東京、神奈川、埼玉県と周辺地域において方形周溝墓の確認が多く知られる

中で、山梨県のそれまでの検出例は少なく、空白部となっていたのが、上の平遺跡の方形周溝墓

群の発見の意義は大きく、一挙に空白を埋めるものであった。

また、この上の平遺跡の周囲の半径約１１m'の中には東日本でも最大級を誇る銚子塚古墳をはじ

め、大丸山古墳、丸山塚古墳、茶塚古墳などの古代山梨の首長墓が４世紀～５世紀後半まで連綿

と営まれる事実が知られており、限られた一定地域の範囲内において弥生終末の方形周溝墓から

前期古墳につながるという例は全国でも希少であり、このような環境下の中で古代山梨の首長墓

以前と以後を考える上で当遺跡は重要な問題点を含んでいるということが判明した。併せて学術

上重要な遺跡、かつ大規模な遺跡群であるという観点から、１万m2の発掘区は、ビニール・シー

トで覆い、埋めもどされた。

（第２年次調査）調査期間昭和55年６月15日～55年12月20日

前年に確認された調査区の拡張確認調査のため、昭和55年５月26日に発掘調査通知を文化庁に

提出した。調査は昭和55年６月１５日から同年12月20日まで行った。

初年度の調査区を西北部に拡張して調査し、合計50基を確認し、そのうち初年度に隣接する２０

基を掘り下げた。方形周溝墓出士の遺物で特記されるものには、第74号方形周溝墓の北側溝底部

より県内で初の弥生終末から古墳初頭の鉄製の模が検出されている。

（第３年次調査）調査期間昭和56年６月15日～56年12月22日

上の平遺跡範囲確認のため、遺跡の西部地域と東山南遺跡の確認のため、昭和56年５月28日に
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発掘調査通知を文化庁に提出する。遺跡西部では面積が狭く、方形周溝墓12基の追加にとどまっ

たが、遺跡全体では合計117基の確認がなされ台地全域に及ぶことが確認された。しかし集落は

検出されず、墓域のみが突出する特殊な遺跡であることも併せて確認されるにいたったのである。

第２節調査の概要

本遺跡の発掘調査は昭和54年６月より56年11月までの３年度にわたり実施された。

（第１年次調査）

調査は、５４年６月１５日に公園建設予定地10000m恩対象に開始した。まず調査地域の表土除去を

重機により行った。表土の20～30cmの除去を行うと、ハードローム面が現れ、そのローム面を切

り込んだ状態で方形区画の溝が確認される。

遺構確認、精査と並行して杭打ちを行い、杭番号を設定し、東西（Ｘ軸）をアルフアベットＡ

～Ｚ，ａ～ｚ，南北（Ｙ軸）を算用数字１～100とした。本年度はGrid,Ｍ～n－（-3,30）まで

を設定した。方形周溝墓は確認段階では調査対象区の全面に検出された。

出土遺物は、縄文土器を中心に、弥生土器、旧石器が認められ、調査区全面に認められる。遺

構掘り下げは一辺30,級の大形方形周溝墓より行った。調査が進むにつれて、方形周溝墓は、密

集して存在するため、隣接する溝が切り合う、重復関係を示す例が多いことが判明し、方形周溝

墓の構築順をとらえるため、セクション・ベルトを設け観察を行った。また、縄文時代の遺構も

多く、１号方形周溝墓では、方台部に５軒の遺構が重複する箇所も溝壁より確認されており、他

の方形周溝墓の掘り下げ時にも多くの石組炉等が検出されていることや、土器の分布も調査区全

域に及ぶため大集落が想定されるが、調査は方形周溝墓のみ重点を置いたため、下部遺構の縄文

住居は未発掘である。５４年10月末終了までに55基を掘り下げ、１１月上旬には航空撮影を行い、埋

め戻した。

（第２年次調査）

前年度に引き続き、遺跡内の遺構確認調査を行うべく、杭打ち及びグリッツト設定をおこなう。

前年度はＧｒｉｄ。Ｌ～Ｋ－(4～30）であったが、本年度はこれを、北、西に調査区を広げGrid。Ｅ

～２Ｃ一（14～69）とした。前年度同様重機により、表土を削平し、遺構確認を行った。５０基を

確認して、その内20基を掘り下げた。

この地区は遺跡の削平が最も進んでおり、方形周溝墓の幾つかは、溝が消失していた。方形周

溝墓は前年同様に台地平坦部に全面に存在している。縄文時代遺構は第58号方形周溝墓の方台部

に１基確認されたのみで、極端に少なくなる。

また、方形周溝墓の遺物は前年同様少ないが、第74号方形周溝墓では、北溝底より鉄製模１点

が検出されたのが注目される。

調査は11月上旬まで行い、冬にそなえ埋め戻した。

（第３年次調査）

第１．２年度に引き続き、遺跡西端部の遺構確認調査を行う。やはり重機による表土剥ぎを行っ

た後、杭打ち、杭設定を行う。調査範囲は、未買収区や地形の制約を受けるために、前年度等に
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比較して、極端にせまくＧｒｉｄ。ｐ～２Ａ－（75～90）の範囲にとどまった。

調査は、昭和56年６月15日より開始して、同年11月末日まで行った。その後、遺跡保護のため

埋め戻しを行っている。

地形は台地の端部に近く谷部が迫りやや北斜面上に位置しており、斜面なりに大幅な削平を受

けている箇所も認められた。方形周溝墓以外では、弥生時代住居１軒、平安以降住居３軒が検出

された。縄文時代では、遺物が僅かに認められたが、遺構等は確認されない。

第２章遺跡概況

第１節遺跡の位置及び周辺遺跡

上の平遺跡の属する中道町は甲府盆地の東南部に位置している。甲府盆地は山梨県の中央部に

当たり、盆地内を流れる釜無川、笛吹川の流れに沿って広がっている。両河川の合流点の鰍沢町

付近より釜無川に沿って北上すると釜無川は八ケ岳南麓を経て諏訪湖に至り、続く松本平を含め

て、一構造盆地をなしている。しかし、韮崎を過ぎると平坦地は少なくなり、丘陵地帯が河川の

両岸に続いている。一方、笛吹川は東北方向に上流部が伸び、多くの支流に分かれながら秩父山

地に至るが、平地が広がっているのは塩山までである。このように甲府盆地は２本の主要河川の

流域によって形成されるため、中心部は三角形を呈し、上流部に向かって更に広がり「Ｙ字状」

となる。

甲府盆地の外部は、北西の八ケ岳、南東の富士山を両極として、西に駒ヶ岳、白根山などの赤

石山脈の山々が標高3000ｍの壁をなして連なっている。東は秩父山地より続く山々が大菩薩嶺付

近まで標高2000ｍ前後で続くが、その南は富士東麓まで標高1500ｍ前後で、極端に高い山は見当

たらない。

富士山麓と甲府盆地を隔てる御坂山地は東より黒岳、節刀力岳、王岳と続くが、富士山の雄大

さの前には目立たない。これら御坂山地の山々に沿って、芦川が流れ、甲府盆地に至るには再度

釈迦ヶ岳、春日山、滝戸山等の標高1200～1500ｍの山々を越えなければならない。これらの山々

は東西方向に続き山裾は傾斜が緩くなり、上の平遺跡が位置する曾根丘陵と総称される丘陵地帯

が東西に広がっている。

曾根丘陵の先端は東より坊ヶ峰、東山、米倉山、王塚等の高位段丘が位置して、東西12.51,0、

南北３１，０の広がりが認められる。背後の山々から緩く下った斜面は高位段丘の先で急傾斜となっ

て盆地底部に至り、距離を置かず笛吹川が流れている。曾根丘陵直下を流れる笛吹川の支流は南

北の方向の本流に流れ込み、左岸の支流は曾根丘陵の背後を流れる芦川を除くと、いずれも小河

川である。右岸の支流は盆地を南下するため下流ほど支流の長さが長く荒川は盆地中央部を釜無

川と平行している。上の平遺跡が立地する曾根丘陵、東山台地は、南北を滝戸川、間門川が流れ、

幅21,,,長さ５１mmの台地で台地先端部は急斜面となり、扇状地は形成しない。また台地傾斜は先

端部側が高くなり、山よりに緩やかな傾斜をなしている。
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上の平遺跡の乗る曾根丘陵台地以外は先に述べたとおり、大小河川の氾濫原であり、台地以下

での遺跡発見は困難で、今日までのところ、この曾根丘陵に集中して、県内でも密集する地域と

して著名である。遺跡付近をみても、弥生関係では、宮ノ上、立石、熊久保、東山南等が同一台

地に密集して立地し、いずれも弥生終末から古墳時代前半期に位置付けられることから、遺跡間

における研究を進める中で居住地と墓域が構造的にとらえられる可能性をもっている。旧石器関

係でほ、立石、宮ノ上で、武蔵野台地第Ⅳ、Ⅶ、Ⅸ層に対比されると考えられる石器群が小規模

ながら層位的に認められており、上の平遺跡にも遺跡確認作業中に少量認められることから、台

地全域に広がる可能性をも思慮している。縄文時代では、立石、上野原、城ノ越、村上遺跡が知

られ、台地ではほぼ全域に縄文土器が認められ、大遺跡群が想定される。古墳では、上の平遺跡

を下った東山古墳群が著名で、前方後円墳の銚子塚古墳、大丸山古墳、円墳の丸山塚古墳、茶塚

古墳の有力古墳が集中している。

第３章発掘調査（第１年次）

第１節遺構の検出状況

第１年度運動広場予定地１万m2を対象に、表土20～30cmを削平した状態で、方形周溝墓の溝へ

の落ち込み士である黒色土が検出される。合計55基を確認し、５５基を完掘した。このうち、南端

の51,52号、東端の４９，５３，４８，５０号等は区画外に一部がはみ出すため一部は未発掘である。方

形周溝墓の保存状態であるが、削平が相当進んでいるものと考えられ、主体部等は検出されず小

形方形周溝墓では溝の一部を消失するものさえ認められた。方形周溝墓の下部には、縄文時代集

落が方形周溝墓調査の際に認められ、その範囲も今回の調査区全域に及び大規模なものが想定さ

れたが、今回の調査は方形周溝墓のみに限定したため、詳細な数、位置等は不明である。また、

旧石器時代の石器類も数点検出されたが、ローム層の掘り下げは、方形周溝墓保存のため行わず、

採集のみに止めた。

第２節旧石器時代の遺物

今回の調査では、包含層からの検出はなく、いずれも遺構の確認作業や遺構の掘り下げ作業時

の際に遺構の覆土等から偶然発見されたものである。これら、ナイフ形石器３点を含む、剥片類

は上の平遺跡内で発見される多くの縄文期の石器とは明らかに異なり、旧石器時代の産物として

特徴づけるものであり、東京・武蔵野台地の編年でいうと、第IIb期に相当するものと思われる。

それでは以下にこれら石器の特徴を記することにする。

ナイフ形石器（第３図１，２，３）：合計３点が検出された。

１は、石材に黒擢石を用いる。素材は比較的整った石刃を用いており、表面の観察からは５回

以上の剥片剥離作業が行われた後、素材が剥離されたものである。ナイフ製作時での剥片の用い

方は、縦方向に素材を用い、打面の方向を基部としている。形態は二側辺加工であり鋭い先端部
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とそれに続く身の長さの÷以上の刃部をもつ｡全長4.4cm､幅L3cm､厚さ0.6cm､先端角度39.
で刃部は右位にとる。形状は三角形となる。基部の形状は基部の調整剥離がほぼ直線上に施され

るもので､鋭角に突出する。調整剥離は､急斜な刃潰加工を施した後､厚さの÷に及ばない微
調整による剥離痕が認められる。調整方向は裏面から表面のものが大部分であるが中央よりやや

上部では表面よりの刃潰加工が１カ所認められる。重量２．３９．

２は、石材に黒擢石を用いる。素材は平行稜線が認められる整った石刃である。ナイフ製作時

での剥片の用い方は縦方向に素材を用い、打面の方向を先端に用いるcj形態は二側辺加工で刃部

が身の上部に限られ、先端の角度が大きい。全長3.75cm，幅1.3cm，厚さ0.4cm、先端角度32。，

刃部位は左位をとる。基部の形状は急斜な刃潰加工により円形に認められる。調整剥離は急斜な

刃潰加工により表裏両方より施され、さらに微調整を繰り返される。また裏面においては基部か

ら胴部付近において平坦剥離に近い調整剥離痕が認められる。重量２．３９．

３は、分厚いが整った小形剥片を用いる。器体の一側縁にのみ急斜な調整剥離を表裏より施し、

さらに微調整を施したナイフ形石器である。石材は頁岩であり、剥片の利用法は縦に用いて打面

を残し、打面の方向を基部としている。全長3.3cm、幅1.0cm，厚さ0.7cm，重量２．９９を計測する。

縦長剥片（第４図４）：材質は黒擢石で、長さ7.2cm，幅3.95cm，厚さ1.9cm、重量19.29で剥

離角度113.を測る。喋表を残し３回以上の一定方向からの剥離痕が残る。分厚いが比較的整って

いる大形剥片である。

削器（第４図５）：二本の平行稜線をもつ整った石刃を素材とする。縁辺に集中して交互剥

離に近い技法が施されるが、剥片の現状は変えない。裏面は平坦剥離面が発達する。

第３節縄文時代の遺構と遺物

１次調査～３次調査では、方形周溝墓の確認を行い、下部遺構は未調査のままで今回採集した

遺物は、方形周溝墓の確認調査、もしくは掘り下げ調査の際に混入して出土したものである。出

土土器は、方形周溝墓１～55号の調査に伴って出土したものが主体であり、５６号～71号付近では、

住居杜１軒（円形の黒色士）が確認されたが、出土量は極端に少なくなり、さらに西側106号か

ら117号では、縄文の遺構は確認されず土器出土量も極端になくなることから、上の平遺跡での

縄文集落は先の１～55号に集中して、その土器の量も縄文中期を中心にプラ箱50個を越えること

から、大規模集落が想定出来る。

出土土器（第81～84図）

１は、胴部破片で、３本１単位の結節押引文による隆線が曲線、直線状に認められ、下部では

三角刻文が認められる。十三菩堤期に比定できる。

２～６は五領ヶ台並行期である。２はキャリパー形深鉢で、波状口縁に近い形態を有する。施

文は細かい張り付け隆線に爪形状に押引文が認められる。３は、半裁竹管状工具の内皮面による

集合沈線によって、縦位、横位に施文される。４～６は地文に縄文が認められるもので、胎土に

は、金雲母が多量に入る。

７～13は、藤内Ｉ期に比定するもので、隆線文主体のものと（８，９，１１，１２）、区画文（７，
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10,13）に分けられる。７は器面に直接施文したもので、隆線等は認められない。１３は区画の隆

線が発達しており、７と同様、古式の様相を呈する。４７，４８は、やはり古式の藤内期に入るもの

と考える。４７は、振れの隆線円形隆線を中心に、左右は、連続三角刺突による方形区画を形成す

る。

１５～22,49～52は井戸尻期に比定する。１５，１８，２１はキャタピラ隆帯文による、楕円区画が施

されるもので、中には集合沈線、縄文が充填される。１６は口縁部に三角状の突起を設ける。

２３～45は曽利期の所産である。３０は、頚部破片で地文に縄文ＲＬを施した後、爪形状結節押引

文による隆帯文が貼付される。曽利Ｉ期に比定されよう。

２４～29は曽利11期に比定されるものである。２４は大形な重孤文士器の口縁部で、頚部以下は欠

損する。２５は、恐らく波状口縁を有するものである。口縁には並行に１条の隆線を貼付け、波状

頭部には、↑状の粘土を貼付け、それ以下では波状沈線による懸垂文が認められる。地文は縄文

ＬＲである。２９は大形キャリパー土器の頚部破片で、粘土紐による横位の隆線、縦位、斜位によ

る格子目が形成される。

３１，３４，３６，３７は曽利Ⅲ期の範晴に入るものと考える。３６は地文に縄文ＲＬを施し、縦位、横

位の並行沈線文を施している。３７は口縁部の破片で撚糸文が施される。３１は大形土器の胴部破片

で地文に集合沈線を施し、２条の並行隆線が楕円を描く。３４は地文に縄文ＲＬを施し、頚部の下

位に１条の微隆起線文、それ以下では２条の並行沈線文が施される。

３５，３８，３９，４２～44は曽利Ⅳ期で、施文手法は半肉状の隆帯文による。胴部中央に渦巻文と楕

円区画の組合文をもつもの（35）、渦巻文からの懸垂が認められるもの（３８，３９，４４）、方形区

画文によるもの（42）等が認められる。

４５は中央に隆帯文の懸垂を施し、両側に連続ハ字状文が充填されるもので、曽利Ⅳ～Ｖ期に比

定できよう。４６は口縁部に並行に磨消縄文の文様帯が１条認められる。縄文はＬＲで、後期初頭

に位置するものと考える。

第４節弥生時代の遺構と遺物

１方形周溝墓

第１号方形周溝墓（第５図）

Ｇｒｉｄ（b～h－０～８）に位置する。Ａ地区密集区の東南に存在し、調査区域の東南端部にあ

たる。

第３号方形周溝墓、第45号方形周溝墓に重複する。新旧関係は、１号が３号、４５号を切り、３

号－１号、４５号－１号の順となる。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸29.4ｍ，方台部左軸22.7ｍ，方台部右軸17.8ｍ，右軸

右位方台辺21.5ｍ，深さ1.05ｍ，右軸右位方台辺17.4ｍ，深さ0.9ｍ，右軸左位方台辺23.3ｍ，

深さ1.0ｍ，左軸左位方台辺15.3ｍ、深さ0.95ｍとなりほぼ南北に長い形態を呈する。

埋葬施設は、方台部が耕作により削平されており検出されない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は陸橋部付近の溝幅が極端に広がり、各コーナー

－１０－





での溝幅は溝全体から見れば狭くなる傾向にある。溝横断面は方台部よりで急激に、外側で緩や

かな立ち上がりとなる。特に右軸左位溝外側では緩やかな立ち上がりを呈しながら溝上部ではス

テップとなり、テラス状となる。溝縦断面１－Ｊで僅かに凹凸が認められるが、概して平坦であ

ると言える。

溝内埋葬の有無は、溝の長軸に断面を設定して確認作業を行ったが、確認には至らない。溝覆

土の状態は、第６層から第９層に分かれる。第１層から第２層にかけて認められる黒色士は長い

期間にわたって堆積している。第３層の暗黄褐色土は方台部及び溝外側にも及び、土質もローム

層とやや粘質をもつ暗黄褐色士が互層をなして急激に埋没している。堆積方向は中央が概して厚

く両端で薄く、決定し難い。第４層以下は方台部側からの堆積状態を示す。

尚、方形周溝墓の削平状況であるが、第２居、第３層の両端はカットされており、その状態か

らみて方台部はもとより当時の地表等は削平されていることが理解される。

出土遺物は、大形壷１点が右軸右位溝のやや、左コーナーよりに検出された。出土層位は第３

層上面に限られる。底部は溝外より正位に認められ、それより1.2ｍ北側の溝中央よりには胴部

以上から口縁部がほぼ原型を保って出土し、この中間には残り胴部破片群が底部に接する順で規

則正しく移しい量で認められる。このことより、大形壷は溝内の外よりに設置され、何らかの要

因で、溝中央部にズリ落ちたものと解釈される。以上から第３層上面が２層堆積前に溝底として

機能したことが推定される。尚この大形壷は、口縁部の一部を除くと総て部品が揃い、完形に復

元された。

出土遺物（第85,86図）

１（第85図）は複合口縁をなす器高77.4cmの大形壷である。器面は風化が進んでいるが器面観

察は可能である。口縁部の一部と底部から胴部下位にかけて刷毛調整痕が僅かに認められるが、

胴部では認められない。ついで箆調整が口縁部から底部にかけて全面に認められる。胴部に於け

る刷毛調整痕は摩滅と箆調整による磨きにより消失したものと考えられる。体部内面では頚部以

下で刷毛調整が全面に認められ、口縁付近で僅かに認められる。頚部では横位の箆調整痕が全面

に認められ口縁部へと続くため、刷毛調整痕はこの箆磨きにより消失ものと考えられ、表面同様

に、器面調整は刷毛調整一箆磨きの順に施される。口縁部には縦列沈線群が５単位（１単位本数

は１５，１２，１０，１０，１０本）に施文され、口唇部には円形浮文が縦列沈線群と交互して貼付される。

また外面には赤彩を施す。

２（86図１）は髪で、現状は破片である。口縁部内外に指頭痕調整が認められる。口径18.2cm。

３（86図２）は底片である。この２，３は溝上面よりの出土で、１号方形周溝墓との関係は不

明である。

第２号方形周溝墓（第７図）

Ｇｒｉｄ（10～13-ｈ～ｋ）に位置する。第１号方形周溝墓の西方約10ｍの調査区東端に存在す

る。

第３号方形周溝墓に重複する。新旧関係は第２号が第３号に切られ、第２号一第３号の順とな

る。規模は測点基準に従い計測すると、主軸10.4ｍ、方台部右軸7.012ｍ，方台部左軸8.48ｍ，
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右軸右位方台辺7.07ｍ，深さ1.05ｍ，左軸右位方台辺7.5ｍ，深さ0.5ｍ，右軸左位方台辺7.9ｍ，

深さ0.34ｍ，左軸左位方台辺5.8ｍ，深さ0.3ｍとなり東北方向にやや長い形態をとり、主軸方位

はＮ－１２ｏ－Ｅを指す。埋葬施設は、方台部が耕作等により削平されており検出されない。また

溝内埋葬も溝幅が60～70cmと狭くその可能性は薄い。

溝覆土の状態は３～４層に分けられる。第１層黒色士、第２層黒褐色士はともに級密でサラサ

ラした土壌層であり長い期間にわたって堆積している。第３層はローム塊が混入する黒褐色士と

の交互層であるが、土壌化した層位でありやはり長期間による堆積層と考える。横断面Ｍ－Ｎ第

２層は上面がカットされ、方台部等の削平がよみとれる。

周溝は１カ所の陸橋部を除き全周する。平面では陸橋部付近が僅かに広がる傾向をみせるが顕

著ではない。また各辺は基本的には直線を呈するが数箇所にわたって湾曲する。溝横断面は方台

部よりが急激に立ち上がり、外側でやや緩やかとなる。溝縦断面は全体的には平坦であるといえ

るが、Ｇ－Ｈでは凹凸が目立ち、Ｈ側が低く、土壌状を呈する。

出土遺物は、小形手裡土器１点が左軸左位溝陸橋部付近上面より出土したのみである。

出土遺物（第86図３）

３は小形手握土器である。器面が黄褐色を呈し、外面には指頭痕が顕著に残る。現状は口縁部

の一部、胴部、底部が現存する。口径5.4cm，器高3.8cm，底径3.0cmを計測する。

第３号方形周溝墓（第８図）

Ｇｒｉｄ（４～10-ｈ～ｌ）に位置する。第１号方形周溝墓の西方、第２号方形周溝墓の西南に

隣接して調査区南端にあたる。

第１号方形周溝墓、第２号方形周溝墓に重複する。新旧関係は、第３号が第１号に切られ、第

２号を第３号が切る。従って第２号一第３号一第１号の順となる。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸20.8ｍ，右軸右位方台辺16.4ｍ，深さ0.8ｍ、左軸右

位方台辺11.7ｍ，深さ0.55ｍ，右軸左位方台辺16.5ｍ，深さ0.73ｍ、左軸左位方台辺10.6ｍ、深

さ0.81ｍとなりほぼ南北に長い形態をとり、主軸方位はＮ－７３ｏ－Ｗを指す。

埋葬施設は、方台部が耕作により削平されており検出されない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は規模のわりには幅が狭く溝外側は基本的には

直線を呈するがやや湾曲する。右軸左位溝、左コーナー手前から溝幅が極端に広がり、これに対

応する右軸右位溝左位方台辺コーナー手前でも同様な恰好を呈する。溝横断面は、Ｏ－Ｐのよう

に方台部よりで急激に立ち上がり、外側で緩やかとなるのが一般であるが､Ｋ－ＬＭ－Ｎのよう

に両側ともに急激に立ち上がる箇所も認められる。溝底は概して平坦であるが、１－Ｊでの縦断

面では、Ｊより５ｍ付近が他の箇所より20～30cm程深く認められる。

溝覆土の状態は５層に区分される。本周溝墓では１層、２層の黒色士は長期間にわたる堆積の

土壌層である。Ｏ－Ｐ，Ｍ一Ｎは深く士層も安定しており３層までが土壌化している。４，５層

は土壌層とローム、ブロックとの交互層である。方形周溝墓の削平状況は、特に２層の両端がカッ

トされており方台部や当時の地表面は削平されていることになる。

第４号方形周溝墓（第９図）

－１４－



Ｇｒｉｄ（１２，９－ｈ，ｆ，ｇ）に位置する。第２号方形周溝墓の北東に隣接し、第１，３号方形周

溝墓の北側にあたり、Ａ地区集中区の中心より南側に位置する。

第５号方形周溝墓と重複する。新旧関係は４号が５号を切り、５号－４号の順が考えられる。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸12.0ｍ、右軸右位方台辺6.8ｍ，深さ0.62ｍ，左軸右位

方台辺8.6ｍ、深さ0.4ｍ，右軸左位方台辺8.2ｍ，深さ0.6ｍ、左軸左位方台辺8.0ｍ，深さ０．３６

ｍを計測してほぼ正方形を呈する。主軸方位は真北を指す。埋葬施設は方台部が耕作により削平

をうけ検出されない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は各コーナーで狭まる他は一定の幅を保つが、

左軸右位方台辺で、第５号方形周溝墓との重複のため溝外壁が不明瞭なものとなり溝約半分が僅

かに広がる。溝覆土の状態は基本的には３層であるが、セクション図では、第３層を細分して第

４層に記述してある。第１、２層は黒色の腐食土壌層で、土質も安定して概してサラサラしてお

り、長期間にわたり堆積している。堆積状況は方台部寄りが厚く観察される。第３層では方台部

方向からの堆積と考えられるローム層と黒褐色土壌層の交互層であり急激に埋没している。溝縦

断面は溝底が僅かに凹凸が認められる以外は概して平坦であり、１－Ｊ，Ｅ－Ｆでは緩やかな弓

状を呈して陸橋部にいたる。方形周溝墓の削平面状況は、セクション○一Ｐで第２層黒色士が、

方台部より上面で大幅にカットされており、その状況からして方台部はもとより、当時の地表等

が削平されていることが理解される。

第５号方形周溝墓（第10図）

Ｇｒｉｄ（ｂ～ｅ－８～11）に位置し、Ａ地区のほぼ中央に存在する。第４号方形周溝墓、第１４

号方形周溝墓、第６号方形周溝墓に重複する。新旧関係は、第４号が第５号を切り、第５号一第

４号の順となる。また、第６号との関係は第５号が第６号を切る。これらの結果から第６号一第

５号一第４号の順となる。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸12.8ｍ，方台部右軸9.12ｍ，方台部左軸9.04ｍ，右軸

左位方台辺8.2ｍ，深さ0.47ｍ，左軸右位方台辺8.6ｍ，深さ0.66ｍ，右軸左位方台辺8.5ｍ，深

さ0.48ｍ，左軸左位方台辺8.3ｍ，深さ0.65ｍとなり、形態は整った方形となる。主軸方位はＮ

－１００ｏ－Ｅを指す。

埋葬施設は、方台部が削平されており検出されない。

周溝は１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は陸橋部右端、右軸左位溝中央から左コーナーに

かけてはそれぞれ重複しており、溝の平面確認状態は悪いが、他は幅1.5ｍを計測して各辺とも

直線状をなしている。溝横断面は方台部よりで急激に、外側では緩やかな立ち上がりとなる。縦

断面は該して平坦であるが、１－Ｊでは陸橋部よりのＩ側で緩やかな立ち上がりが認められる。

Ｅ－Ｆ中央溝底では凹凸が目立つ。

溝覆土の状況は、大きく５から６層に分けられる。第１，２，３層は黒色士の士壌層であり、

粒子も細かく長い時間をかけて堆積している。第４層以下はローム層と土壌層との交互層であり、

急激に堆積しているが、その度合は下層ほどロームの混入度が大きく堆積は急激に進行している。

出土遺物は、二重口縁壷、壷、妻、底部の各１点で、合計４点が出土している。遺物は右軸右
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位溝の陸橋部付近よりに認められ、出土層位は、第２層上面から第１層下位に集中する。

出土遺物（第86図４～６，８）

４は口径31.4cmの、大形複合口縁壷である。現状は口縁部のみが残る。体部調整は、外面刷毛

調整が認められ、その後棒状浮文が貼付される。胎士は精選されて級密であり、焼成も良好と言

える。８は壷で肩部以下は欠損している。内外面とも刷毛調整が認められ、内面では赤色塗彩が

施される。口径13cm。５は壷底部で、底径10.6cmを計測する。内外面刷毛調整後、外面のみ磨き

が認められる。

第６号方形周溝墓（第11図）

Ｇｒｉｄ（ａ～ｃ－６～９）に位置する。Ａ地区中央よりやや東南よりに存在する。第５号方形

周溝墓、第14号方形周溝墓に重複する。新旧関係は、第５号が第６号を切り、第６号一第５号の

順となる。第14号との関係は、お互い外壁が僅かに切り合うものであり、セクション・ベルトか

らの観察からは、その前後関係は把握出来ない。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸8.48ｍ，方台部右軸6.32ｍ，方台部左軸6.16ｍ、右軸

右位方台辺4.8ｍ，深さ0.6ｍ、左軸右位方台辺6.4ｍ，深さ0.3ｍ、右軸左位方台辺5.9ｍ，深さ０．

３３ｍ，左軸左位方台辺5.6ｍ，深さ0.64ｍとなりほぼ正方形を呈する。主軸方位はＮ－１１０ｏ－Ｅ

を指す。

埋葬施設の有無は、方台部が耕作により削平されており、検出には至らない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は全体の溝幅に比較して陸橋部付近が狭まる形

態をとるが削平作用によるためで、意図的のものでない。溝横断面は小形方形周溝墓の為か、内

壁と外壁の傾斜は大差なく、断面形は台形に近い。溝縦断面は概して平坦であるが１－Ｊ中央で

は溝底が凸状に盛り上がる部分も認められる。

溝覆土の状態は、大きく第３層から４層に分けられ、Ｏ－Ｐ，Ｑ－Ｒでは、第１層に長い期間

にわたり堆積した黒色士が認められ、以下では黒色士にローム塊が混入する土壌層との交互層と

なる。方形周溝墓の削平状況はＱ－Ｒ，Ｏ－Ｐで第２層がカットされており、方台部等が削平さ

れているのが観察される。出土遺物無し。

第７号方形周溝墓（第12図）

Ｇｒｉｄ（Ｖ～Ｚ，－４～８）に位置して、Ａ地区中央より南東に存在する。重複関係は認めら

れず、第10号方形周溝墓、第16号方形周溝墓が近接する。

規模は測点基準に従い計測すると、主軸15.44ｍ，方台部右軸11.84ｍ，方台部左軸12.16ｍ，

右軸右位方台辺9.5ｍ，深さ0.82ｍ，左軸右位方台辺10.6ｍ、深さ0.56ｍ，右軸左位方台辺11.4

ｍ、深さ0.7ｍ、左軸左位方台辺11.4ｍ，深さ0.45ｍとなり、形態は方形となる。主軸方向はＮ

－１２０ｏ－Ｅを指す。

埋葬施設は、耕作により方台部等が削平されており検出されない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面は溝幅が狭く、部分的に耕作よる撹乱箇所も認

められ、特に溝外部辺に一部不規則な凹凸が見られるものの、溝幅は一定であり全体としては整

然としているといえる。溝横断面は方台部よりが急斜、外側で緩やかとなり、大形方形周溝墓の
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傾向と同一であり、縦断面溝底部では凹凸が著しい。

溝覆土の状態は、深い部分で５層、浅い部分で３層に分けられる。Ｎ－Ｏ,Ｒ－Ｓでは、第１

層～３層が黒色土の土壌層であり長い期間にわたり堆積している。４層では、これらに僅かにロー

ム粒子が混入し、５層では士壌層とローム・ブロックの交互層となり、急激に堆積している。

方形周溝墓の削平状況であるが、各セクションの２層の両端、もしくは一端がカットされてお

り、その状況からは当時の地表もしくは方台部が著しく削平されているものと思われる。

出土遺物は、左軸左位溝の中央よりやや南よりで、１点の小形壷の出土をみた。出土層位は暗

褐色士上面に認められ、底を下に斜位に検出された。

出土遺物（第86図７）

７は小形壷であり、口縁部の歪みが著しい。表面は風化が進み観察はやや困難であるが、磨き

による調整が施される。内面では頚部以下に横刷毛調整が施され、その上位端では整形作業によ

る指頭痕が認められる。色調は茶褐色を呈して胎土はやや粗い。法量は口径8.1cm，器高11.1cm，

底径5.9cmを計測する。

第８号方形周溝墓（第13図）

Ｇｒｉｄ（Ｒ～Ｕ－３～６）に位置し、Ａ地域の東端部に集中する一群の中では西部に存在する。

第20号方形周溝墓に重複する。新旧関係は第８号が第20号に切られ、第８号一第20号の順とな

る。規模は測点基準に従い計測すると、主軸11.04ｍ、方台部右軸8.64ｍ、方台部左軸8.56ｍ，

右軸右位方台辺7.0ｍ，深さ0.45ｍ，左軸右位方台辺8.0ｍ，深さ0.43ｍ，右軸左位方台辺8.2ｍ，

深さ0.9ｍ，左軸左位方台辺6.4ｍ，深さ0.32ｍとなり、正方形を呈する。主軸方向はＮ-50.-

Ｗ指す。

埋葬施設は、方台部が耕作により削平されており検出されない。

周溝は、１カ所の陸橋部を除き全周する。平面形は右軸左位溝が第20号との間で重複関係にあ

るため消失し、さらに縄文時代の炉祉等が露出して全容把握は困難であるが、残り部分の遺存状

態は良好である。溝幅はほぼ均一な安定した状態で認められるが陸橋部付近でやや狭まる傾向に

ある。溝辺の内外は凹凸がなく直線を呈する。溝横断面はＵ字状若しくは長方形状を呈する。溝

覆土の状態は第20号との切り合いを示すＯ－Ｐを除くと、第３層から４層に分けられる。第１層

から第３層にかけては、黒色士から暗褐色士の級密な単一層が認められ長期間にわたり堆積して

いる。○一Ｐでは第８号の５層黒色士が、第20号の４層の黒褐色土に切られている。

第６，７層は方台部より流れ込んだローム・ブロックを含む土壌層との交互層である。方台部

の削平状況であるが、第８号４層、第20号３層等がカットされており削平が認められる。

出土遺物は、左コーナー付近に集中し、第２層上面で検出された。（第87図１）は口縁部と胴

部が１～２ｍ離れた箇所に破片で認められ、溝内で埋設以前に破壊された可能性がある。

出土遺物（第87図１，２）

８－１は複合口縁の壷形土器である。口縁部は、やや粗い刷毛で右→左へ横位に認められ、そ

の後、縦列沈線文が４単位（10本→15本→12本→10本）が施される。頚部は（折り返し下から）

縦位の粗い刷毛調整が、中位→下位にかけては細かい刷毛調整が施される。外面胴部では、肩部
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